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　　総代並びに組合員関係者各位におかれましては、本区の運営並びに事業推進に際し多大なるご支

援とご協力をいただき厚く御礼申し上げます。

　さて、土地改良区の運営基盤となる経常賦課金は、計画的な事業の導入や積極的な経費の削減に努

めることで、平成３年度の9,900円を最高として現在では4,400円まで抑えてまいりましたが、長引く

コロナや紛争の影響、異常気象などによっては物価の上昇が始まっており、特に燃料価格に起因する

電気料金の高騰は、いよいよ令和５年度より管内のパイプ維持地区の賦課金を上げざるを得ないとこ

ろまで達しました。そこで本年度より本区では、庄内赤川土地改良区との共同財産である小水力発電

導入によって削減された予算の範囲内で、区域全地区でこのパイプ地区を支援できるよう新たなルー

ル化を図りました。この支援につきましては、八栄島地区の揚水機場とファームポンドとの運用によ

って、これまでパイプ地区で利用されなかった農業用水（無効放流）をオープン地区において有効活

用できるようにし、結果として管内のオープン地区では通常より約20％増量の配水を実現しているこ

とがこのパイプ地区支援の根拠となっているものです。本区は、これからも「ＯＮＥ ＴＥＡＭ」とし

て、持続可能な地域農業の共助共栄を目指してまいりますので、何とぞこの点につきましてご理解ご

協力の程よろしくお願いいたします。

　また、土地改良区が推し進める土地改良事業の効果につきましては、国内農業の生産力と競走力の

更なる強化のほか、農業農村の防災減災対策に資するものとして期待されますが、今年度より国土交

通省では、近年の気象変動などの影響による豪雨や洪水などの災害によって、全国各地に甚大な人的

被害や経済損失が発生していることから、上流から下流までの流域全体を俯瞰した考えのもとに、関

係省庁の連携強化を図りながら自治体はもとより、企業、住民などあらゆる関係者総動員の流域治水

への転換と、これら取り組みの促進を図るために「流域治水オフィシャルサポーター制度」を創設い

たしました。本区管内において既に実施している田んぼダムこそが、流域全体で取り組むことで最も

効果が発揮できる有効な治水対策であることは論を俟たないものであり、本区としても流域治水オフ

ィシャルサポーターとして、これまで以上に「流域治水」に資するよう周知に努めながら、この取り

組みが農家や保全組織の評価や対価に結び付くよう更なる支援強化を図ってまいります。また、現在

農林水産省では、市場ニーズのある畑作物の定着を図るために水田活用の直接支払交付金などの廃止

を伴う畑地化促進事業を新設し、更には土地改良区がこの畑地化の阻害要因とならないよう畑地化定

着を決めた農家については、その水田を畑にすることで発生する土地改良区の地区除外決済金等の支

援まで謳うなど、水田の畑地化を一気に加速させようとしていますが、この水田の畑地化促進にあた

っては、土地改良事業の推進や土地改良区運営に大きな影響が懸念されることからも引き続き現場の

事情を踏まえて必要な措置を講じてまいります。

　本区は、これからも土地改良事業が果たすべき農村振興と新たな地域づくりを見据えながら、農村

の新たな価値を生み出せるよう機動力ある組織づくりに努め、それぞれの地域の期待に応えられるよ

う精励する所存でございますので、引き続き関係者各位におかれましては、これまで同様忌憚のない

ご意見を賜れれば幸いです。

　最後になりますが、総代並びに関係者各位におかれましては、これまで同様に引き続きご指導ご鞭

撻を賜りますようお願い申し上げ挨拶に代える次第です。

                                                                                　水土里ネットいなば

                                                                                        理 事 長  　齋　藤　    豪



① 地区（総面積　13,810,108㎡）

○ 維持管理費

一般全地区

一般パイプ地区

圃場オープン地区

圃場パイプ地区

柳久瀬地区

後田地区

第3事業区地区

(円)

調定額

747,482

178,445

－

納入額

379,049

19,644

－

－

－ －

527,234

－

925,927 398,693

－

－

－

－

－

－

令和３年度

368,433

158,801

－

116,472

97,770

74,053

243,588

60,489

0

0

0

0

074,053

未納額 未納額

99.6%

99.5%

100%

100%

過年度

－

－

調定額

695,585

116,472

97,770

100%

100%

100%

99.6%

61,904,113

11,104,503

1,430,687

695,585

62,147,701

11,164,992

1,430,687

304,07775,423,18375,727,260

賦課金の納入状況

一　般

摘　要

総代会

回　数 ２回 ６回 ４回 １回

揚水機管理費 10,018,000
1,614,000

8,404,000パイプ

区　分

納入額 徴収率

合　計

賦課区分

土砂浚渫草木刈払費 823,000

幹線水路等修繕費 552,000

管理道路補修費 297,000

補水ポンプ費 650,000

(円)

第３事業区地区 370,361 370,361

計 855 858 △ 3

185

376

297

1

△ 2

△ 2第3選挙区（八栄島） 295

第1選挙区（櫛引、羽黒）

地区及び組合員の状況

R3年度末地積 前年度末地積

施設維持管理の状況

費　　目 金　額

会議の開催状況

一般パイプ地区 3,489,076 3,489,076

圃場オープン地区 7,154,175 7,154,175

地区別

一般全地区 13,810,108 13,810,630

令和3年度末 前年度末

186

374

地区別

488,985 488,985

(㎡)

△ 522

－

比較増減

監事会 委員会理事会

－

② 組合員 (名)

－

－

－

－圃場パイプ地区 3,478,518

柳久瀬地区 582,451 582,451

3,478,518

比較増減

第2選挙区（藤島）

後田地区

令和３年度 事業報告



①  一般会計収支決算

支出 （円）

　令和4年度第一回臨時総代会が令和4年8月10日に開催され、令和3年度の収支決算書、財産目録、

事業報告書が承認されました。

2 2

1 1土地改良事業収入

附帯事業収入

収入済額項　　　目

収入

3 3

4 4

基本財産運用収入

特定資産運用収入

27,439,364

5 5

6 6

予備費

翌年度繰越金

業務委託料収入

雑収入

基本財産取崩収入

特定財産取崩収入

固定資産売却収入

118,000

24,353,630

139,621,896 計

会計内繰入金

繰越金

計

7 7

8 8

9 9

10 10

11

3,011,039

0

118,000

0

84,677,176

540,428

50,223

15,997

960,300

714,069

10,421,000

17,771,073

0

139,621,896

支出済額

土地改良事業負担金支出

一般管理費支出

土地改良事業費

項　　　目

固定資産取得支出

基本財産積立支出

特定財産積立支出

雑支出

会計内繰出金

20,816,296

77,734,977

774,305

3,838,570

5,889,345

賦課金(54%)

75,423,183円

負担金(6%) 

9,158,951円附帯事業(1%) 

540,428円

財産取崩(20%) 

28,192,073円

繰越金(17%) 

24,353,630円

その他(2%) 

1,953,631円

土地改良事業費(15%)

20,816,296円

一般管理費(55%)

77,734,977円

土地改良事業負担金(1%)

774,305円

固定資産取得(3%)

3,838,570円

財産積立(6%)

8,900,384円

繰越金(19%)

27,439,364円

操出金(1%)

118,000円

令和３年度 決算報告

収入決算額 支出決算額

139,621,896円139,621,896円



（円）

（円）

　〔資産の部〕 （円）

(1)　流動資産（一般会計現金預金等）

(2)　固定資産（基本財産、特定資産及びその他固定資産等）

　〔負債の部〕 （円）

(1)　流動負債（未払金及び預り金等）

(2)　固定負債（各種引当金等）

　〔正味財産の部〕 （円）

(1)　一般正味財産

(2)　指定正味財産

② 積立金

積立金名 収入済額 支出済額 繰越額

1 償却財産等減価償却積立金 3,079,418 2,000,000 1,079,418

2 事業積立金 210,763,151 8,421,000 202,342,151

3 職員退職給与積立金 46,271,177 16,906,240 29,364,937

4 役員・職員退任慰労積立金 3,226,389 750,000 2,476,389

5 転用決済金 235,482 114,833 120,649

計 263,575,617 28,192,073 235,383,544

　赤川地区共同管理費 114,142,000 117,740,343 104,029,258 13,711,085

④ 財産目録

③ 赤川地区共同管理費

会計区分 予算額 収入決算額 支出決算額 差引残高

摘　　要 金　額

29,025,108

796,099,284

資　産　合　計 825,124,392

摘　　要 金　額

1,281,667

33,406,370

負　債　合　計 34,688,037

460,457,521

正味財産合計 790,436,355

摘　　要 金　額

329,978,834



 貸借対照表 正味財産増減計算書

　(1) 経常収入

　(2) 経常支出

　(1) 経常外収入

　(2) 経常外支出

総括監事

監　　事

（単位：円） （単位：円）

 一般正味財産増減の部

 特定資産運用収入

 会計内繰入金 118,000

20,816,296

50,223

15,997

 所有土地改良施設受贈益

 受取業務受託料

 雑収入

555,052,072

27,614,531

304,077

1,106,500

一般会計

 1  経常増減の部

 土地改良事業収入 84,981,253

 附帯事業収入

指定正味財産

一般正味財産

正味財産合計

正味財産の部

4

4

△ 4,381,230

２  経常外増減の部

経常支出計 118,650,684

460,457,521

329,978,834

790,436,355

負債及び正味財産合計 825,124,392

1,322,000

34,688,037

32,084,370

 土地改良事業費

 会計内繰出金

　当期経常増減額

 土地改良事業負担金

 減価償却費

 一般管理費

540,428

現金及び預金

未収賦課金等

その他未収金

基本財産

特定資産

その他固定資産

負債合計

27,287,877

960,300

315,376

114,269,454

負債の部

未払金

預り金

退職給与引当金

役員退任慰労引当金

固定負債

774,305

30,552,647

66,389,436

118,000

科　目

経常収入計

 基本財産運用収入

 固定資産除却損

経常外支出計

　当期経常外増減額 △ 4

一般正味財産期首残高

科　目 一般会計

資産の部

流動資産

固定資産

229,348,721

流動負債

967,698

313,969

11,698,491

資産合計 825,124,392

指定正味財産増減の部

△ 27,287,877

一般正味財産への振替額 △ 27,287,877

当期指定正味財産増減額

一般正味財産期末残高

△ 4,381,234

334,360,068

当期一般正味増減額

329,978,834

監　査　報　告　書

齋 藤 智

富 樫 俊 昭

487,745,398

460,457,521

正味財産期末残高 790,436,355

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

　令和３年度（令和３年４月１日～令和４年３月31日）事業報告書並びに一般会計収支決算書及び財産

目録について、令和４年７月６日、７日に各関係書類の提出を求め、詳細に監査を実施した結果、適正

に執行されていることを確認しましたので、ご報告致します。

令和３年度 財産状況

土地改良法の改正により貸借対照表の作成

が義務となり、本区では令和２年度より複

式簿記を導入しております。

資産管理の効率化、記帳誤りや不正防止に

なるメリットがあります。



土地改良事業収入

附帯事業収入

基本財産運用収入

特定資産運用収入

補助金等収入

業務委託料収入

雑収入

基本財産取崩収入

特定資産取崩収入

固定資産売却収入

会計内繰入金

繰越金

土地改良事業費支出

一般管理費支出

土地改良事業負担金支出

固定資産取得支出

基本財産積立支出

特定資産積立支出

雑支出

会計内操出金

予備費

　令和５年３月10日、因幡堰土地改良区事務所に於いて通常総代会が開催され、各議案について

慎重に審議がなされ、全議案が原案どおり可決されました。

本年度予算

20,928,000

1,000

118,000

19,533,000

3,498,000

960,000

1,296,000

7,000

5,800,000

1,000 41,000

前年度予算
増

一般会計収入 （円）

9,072,000

960,000

1,243,000

27,435,000

608,000

減
比　較

割合(％)

86,791,000

150,000

84,325,000

150,000

6,508,000

12,318,000

40,000

5,000

3,272,000

7,902,000

2,466,000

53,000

2,890,000

款

収入合計

2.52

0.00

0.08

15.05

100139,083,000 151,401,000

62.40

0.11

0.00

0.00

4.17

0.69

0.94

14.04

1,000

118,000

27,436,000

12,000

33.88

73,815,000 69,268,000 4,547,000 53.08

増 減
47,113,000 43,306,000 3,807,000

（円）

本年度予算 前年度予算
比　較

割合(％)

1,401,000 21,000,000 19,599,000 1.00

4,400,000 3,401,000 999,000 3.16

7,749,000 722,000 5.05

3,683,000 5,871,000 2,188,000 2.65

支出合計

款

一般会計支出

139,083,000 151,401,000 12,318,000 100

1,525,000 687,000 838,000 1.10

1,000 1,000 0.00

118,000 118,000 0.08

7,027,000

令和５年度予算

収  入

支  出

賦課金収入(55.4％）

77,093,000円

負担金収入(6.5％)

9,000,000円

補助金収入(4.2％)

5,800,000円

財産取崩収入(16.6％)

23,031,000円

繰越金(15.0％)

20,928,000円

その他収入(2.3％)

3,231,000円

土地改良事業費(33.9％)

47,113,000円

一般管理費支出(53.1％）

73,815,000円

土地改良事業負担金(1％)

1,401,000円

固定資産取得支出(3.1％）

4,400,000円

財産積立支出(7.7％）

10,710,000円

その他支出(1.2％)

1,644,000円

139,083,000円

139,083,000円



業務等

○ 納入期限 〔第１期〕令和５年４月28日(金)　　〔第２期〕令和５年10月31日(火)

柳久瀬地区

後田地区

第３事業区地区

維持管理事業費（一般全地区）

県営後田地区土地改良総合整備事業費

　令和５年度において予定されている事業は下記のとおりですが、事業実施の時点で事業費の

割当等により多少の変更がある場合もあります。

事業内容

幹線用排水路等維持管理

幹 線 用 排 水 路 等 工 事

事業種別

草木刈払・土砂浚渫

【通年維持管理事業】

山 形 県 管 理 業 務 委 託

基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業

道水路補修及び旱魃
対策安全対策工事

東二号幹線用水路

L=5.5㎞

事業費 摘要

170

4,290

（単位:千円）

一般全地区

一般パイプ地区

合計(①＋②) 2,200

1,000

2,200 －

高寺分水工～

柳久瀬九日田分水工

　　※ 納入期限を過ぎた賦課金には延滞金(年利10.95%)が加算され徴収されます

　　※ 督促状が発行された場合には延滞金と督促手数料(400円)が加算され徴収されます

第１期会　計

4,400

800

－ 200

4,200

－

6,000

地区名

圃場オープン地区

（10a当り　単位: 円)

圃場パイプ地区

6,000

維持管理事業費（一般パイプ地区）

県営圃場整備事業費〔第7事業区〕

4,000

県営柳久瀬地区圃場整備事業費 6,000

120,000

6,000

適正管理費 200

8,400

180,878

合計(①＋②＋③)

前年度比較内　訳

① 経常費
(事業償還金､事業負担金含む)

② 共同管理費

4,060

340

第２期

（10a当り　単位: 円)

4,060

340

4,200

決済金額

① 経常費

(事業償還金､事業負担金含む)

② 共同管理費

③ 維持管理費

第3事業区圃場整備事業費

第5事業区圃場整備事業費 6,000

令和５年度賦課金について

令和５年度地区除外決済金一覧

令和５年度事業概要について



浄化用水 普　通　期
～ 4月10日 4月11日～(5) 4月16日～(5) 4月21日～(5) 4月26日～(5) 5月1日～(5) 5月6日～(5) 5月11日～(21)

赤 川 取 水 計 画

規定流量 (ｔ/ｓ)
4.500 11.881 16.752 23.322 29.012 35.229 41.446 29.012

代かき期最大
に対する

赤川取水率
11% 29% 40% 56% 70% 85% 100% 70%

11% 29% 40% 56% 70% 100% 120% 85%

浄化用水
6月1日～(15) 6月16日～(10) 6月26日～(20) 7月16日～(21) 8月6日～(20) 8月26日～(6) 9月1日～(15) 9月16日 ～

赤 川 取 水 計 画

規定流量 (ｔ/ｓ)
24.867 20.723 19.479 24.867 25.867 17.821 17.821 4.500

代かき期最大
に対する

赤川取水率
60% 50% 47% 60% 62% 43% 43% 11%

70% 60% 47% 70% 75% 50% 43% 11%

期　間　区　分
代かき期 (15日)

代かき期最大
に対する

因幡配水率
ファームポンド・補水施設等の運用効果によるアップ

水路維持用水 (15日)

農業用水かんがい期間　（4月26日～9月15日）

令和５年度　因幡堰土地改良区 期間区分別配水計画について

期　間　区　分

代かき期最大
に対する

因幡配水率
ファームポンド・補水施設等の運用効果によるアップ

普　通　期 (128日)

※異常気象等も含めて渇水によっては、水源である赤川からの取水制限等により、本配水計画に大幅な変更

が生じることもございます。その場合は速やかに地区総代、または生産組合長に報告し、渇水対策に努めますの

で、それぞれの地区におかれましても、更なる節水にご協力をお願いいたします。

20%
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月
日

令和５年度 赤川取水計画及び水土里ネットいなば配水計画表 

因幡配水計画

赤川取水計画一級河川赤川からの

最大取水期間 （5/6～5/10）

取水率100％基準として表示



3,200円 4,000円 800円増

パイプ地区における電気料金高騰に伴う賦課金の値上げについて

　令和４年度は昨今の時世に伴う電気料金の急激な高騰が最も大きく、使用した電

力量は令和３年度と同程度だったにもかかわらず電気料金は大幅な増加となり、これ

までの最高額となりました。

　令和５年度では、電力会社の電気料金見直しにより更に高騰すると予測され、その

ため10カ年毎に賦課金を検討して、計画的に資金運用してきたパイプ地区会計が維

持できないことが予想されます。

　つきましては下記の通りパイプ会計維持と将来に向けた更新費等の負担軽減を目的

とし、パイプ会計賦課金値上げを実施いたしました。また、組合員の皆様には適切な水

管理や揚水機場の運転に伴う使用電力の更なる節電に努められますよう、合わせてご

協力のほどよろしくお願い申し上げます。

記

◎パイプ地区賦課金

令和４年度

賦課金

令和５年度

賦課金
比　較

八栄島第一、第二揚水機場電気料金､電力使用量 推移
1,600 80

1,400 70

電
力
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用
量
（
万
kW
）1,200 60

1,000 50

40
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